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平
泉
隆
房
著

『
中
世
伊
勢
神
宮
史
の
研
究
』

小　

野　

善
一
郎

　

伊
勢
神
道
の
本
質
は
、
私
ど
も
は
神
よ
り
大
切
な
「
い
の
ち
」
を

授
か
っ
た
神
性
な
存
在
で
あ
り
、
自
ら
の
心
に
神
は
存
す
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
ど
も
の
「
い
の
ち
」
が
天
つ
神
の
「
い
の

ち
」
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
具
体
的
温
か
さ
の
あ
る
信
仰

と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
我
国
の
本
質
で
あ
る
霊
魂
不
滅
の
信

念
の
表
白
で
も
あ
る
。
そ
の
信
仰
を
伊
勢
神
道
で
は
、「
心
神
」
と

言
説
化
し
た
。

　

こ
の
「
心
神
」
を
中
核
と
す
る
伊
勢
神
道
思
想
は
、
神
道
思
想
形

成
の
濫
觴
で
あ
り
、
後
世
の
神
道
家
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
思
想

で
あ
る
。
主
な
教
典
は
、
い
わ
ゆ
る
神
道
五
部
書
と
言
わ
れ
る
五
部

の
書
で
あ
る
が
、
現
在
、
そ
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
収

博
士
の
『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』、『
倭
姫
命
世
記
』、『
伊

勢
二
所
皇
太
神
御
鎮
座
伝
記
』、『
豊
受
皇
太
神
御
鎮
座
本
紀
』、『
天

照
坐
伊
勢
二
所
皇
太
神
宮
御
鎮
座
次
第
記
』
と
い
う
見
解
が
ほ
ぼ
通

説
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
の
成
立
時
期
並
び
に
思
想
形
成
要
因
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
り
、
し
か
も
論
者
に
差
が
あ
る
。
か
つ
て
久
保
田
博
士
は
、
中
世

神
道
に
つ
い
て
、「
ほ
と
ん
ど
未
開
の
荒
野
に
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
、
個
別
に
は
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
は
あ
る
も
の
の
、

全
体
的
に
見
る
な
ら
ば
、
今
日
も
依
然
と
し
て
多
く
の
問
題
が
残
さ

れ
た
ま
ま
の
状
態
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
平

泉
隆
房
氏
は
本
書
に
お
い
て
、
従
前
、
伊
勢
神
道
思
想
と
伊
勢
神
宮

を
め
ぐ
る
社
会
経
済
史
や
政
治
史
な
ど
は
別
々
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
い
く
と
い
う
画
期
的
視
点
で

研
究
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
中
世
伊
勢
神
宮
史
を
中
心
に
据

え
て
、
伊
勢
神
宮
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
は
じ
め
、
伊
勢
神
道
を
も
そ

の
線
上
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
書
の
構
成
と
と
も
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し
、
最
後
に
若

干
の
所
感
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

　

前
編　

中
世
伊
勢
神
宮
史
の
基
礎
的
研
究

　
　
　
　
　

―

遷
宮
を
中
心
と
し
て―

　
　

序

章　

中
世
伊
勢
神
宮
史
研
究
の
現
状

　
　

第
一
章　

鎌
倉
前
期

　
　
　
　

一　

�

鎌
倉
前
期
の
遷
宮
と
そ
の
問
題
点　
　
　
　
　
　
　

　
―

文
治
建
久
年
間
を
中
心
と
し
て―

　
　
　
　

二　

中
世
伊
勢
公
卿
勅
使
考

　
　
　
　

三　

神
宮
作
所
の
発
生
と
展
開
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補
論　

神
宮
大
訴
小
考

　
　

第
二
章　

鎌
倉
中
期

　
　
　
　

一　
�

鎌
倉
中
期
の
遷
宮
と
そ
の
問
題
点　
　
　
　
　
　
　

　
―

弘
安
正
応
年
間
を
中
心
と
し
て―

　
　
　
　

二　

遷
宮
装
束
神
宝
用
途
調
達
と
鎌
倉
幕
府

　
　

第
三
章　

鎌
倉
後
期

　
　
　
　

一　

�

鎌
倉
後
期
の
遷
宮
と
そ
の
問
題
点　
　
　
　
　
　
　

　

―

永
仁
嘉
元
年
間
を
中
心
と
し
て―

　
　
　
　

二　

遷
宮
上
卿
考

　

後
編　

伊
勢
神
道
の
研
究

　
　

序

章　

前
期
伊
勢
神
道
研
究
の
現
状
と
今
後
の
課
題

　
　

第
一
章　

伊
勢
神
道
の
成
立

　
　
　
　

一　

伊
勢
神
道
の
成
立

　
　
　
　

二　

伊
勢
神
道
へ
の
真
言
教
義
の
影
響

　
　

第
二
章　

伊
勢
神
道
の
展
開

　
　
　
　

一　

度
会
行
忠
の
神
道
論
の
周
辺

　
　
　
　

二　

度
会
家
行
の
神
道
論
の
周
辺

　
　

終

章

　

右
を
見
れ
ば
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
前
編
と
後
編
と
か
ら

成
っ
て
お
り
、
前
編
で
伊
勢
神
宮
史
、
後
編
で
伊
勢
神
道
を
論
じ
る
。

　

ま
ず
、
前
編
・
序
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
点
や
、
そ
れ
に
伴
っ
て
新
た
に
生
じ
た
問
題
等
に

つ
い
て
詳
述
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
前
、
伊
勢
神
道
の
成
立
や
展
開
が
、

そ
の
前
後
の
神
宮
史
や
遷
宮
経
済
と
の
関
連
で
議
論
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

第
一
章
は
、
鎌
倉
前
期
の
遷
宮
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
第
一
節
で
は
、
鎌
倉
前
期
の
伊
勢
神
宮
や

そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、
遷
宮
を
中
心
に
考
察
。
こ
れ
に
よ
り
、「
神

宮
内
部
は
内
外
両
宮
と
も
協
調
関
係
に
あ
り
、
両
宮
は
ま
た
朝
廷
と

円
滑
に
い
っ
て
い
る
こ
と
」、
ま
た
「
遷
宮
に
際
し
て
は
幕
府
と
も

緊
密
に
連
携
し
て
い
た
こ
と
」
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
節
で
は
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
ま
で
の
公
卿
勅
使
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、そ
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
、「
天

皇
の
信
任
厚
い
人
物
で
、
し
か
も
一
般
的
に
は
複
数
の
特
定
の
家
門

か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
」
な
ど
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
心
御
柱

異
常
に
際
し
て
仮
殿
遷
宮
が
行
わ
れ
、
そ
の
過
程
で
発
遣
さ
れ
る
公

卿
勅
使
の
事
例
に
注
目
す
る
。

　

第
三
節
で
は
、
神
宮
作
所
に
つ
い
て
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か

け
て
の
実
態
を
考
察
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
内
宮
遷
宮
の
作
所
に
、

外
宮
祠
官
度
会
氏
出
自
の
者
が
就
任
し
て
い
る
例
の
複
数
あ
る
こ

と
」、
中
世
後
期
以
降
の
「
内
宮
外
宮
祠
官
の
対
立
を
、
そ
れ
以
前

に
遡
ら
せ
て
考
え
る
傾
向
が
強
い
が
、
実
際
は
、
一
時
期
を
除
い
て

内
外
両
宮
祠
官
が
良
く
協
調
し
て
い
た
」
こ
と
な
ど
特
筆
す
べ
き
見

解
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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補
論
で
は
、
神
宮
大
訴
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、「
両
宮
禰
宜
申
状
（
注
進
状
）
を
携
え
て
祠
官
が
上
洛
し
、
あ
る

い
は
弘
安
相
論
時
の
よ
う
に
神
宮
使
を
た
て
て
、
彼
ら
が
朝
廷
ま
た

六
波
羅
探
題
に
直
接
出
向
い
て
訴
訟
に
及
ん
だ
」
こ
と
を
明
確
に
し

て
い
る
。

　

第
二
章
は
鎌
倉
中
期
の
伊
勢
神
宮
史
を
検
討
。
そ
の
第
一
節
で
は
、

弘
安
正
応
年
間
の
遷
宮
を
中
心
に
考
察
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、「
弘
安
年
間
の
両
宮
正
遷
宮
は
料
材
不
足
が
深
刻
で
あ
っ
て
、

事
実
両
宮
共
に
殿
舎
『
未
作
』
が
相
次
い
だ
」。
ま
た
、「
遷
宮
費
用

の
主
要
財
源
で
あ
る
役
夫
工
調
達
も
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
」

こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。

　

第
二
節
で
は
、「
伊
勢
神
宮
遷
宮
関
連
の
諸
経
費
な
か
で
も
装
束

神
宝
用
途
の
調
達
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
神
宮
経
済
」
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
装
束
神
宝
金
物
用
途
に
関
し
て
、

「『
関
東
御
訪
』
つ
ま
り
幕
府
に
依
存
す
る
か
た
ち
で
調
達
し
て
い
る

事
例
」
を
発
見
し
、「
す
で
に
遷
宮
財
政
が
き
わ
め
て
苦
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
て
、
幕
府
に
依
存
し
な
け
れ
ば
完
遂
で
き
な
い
状
況

だ
っ
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
三
章
は
、
永
仁
年
間
以
降
の
鎌
倉
後
期
の
伊
勢
神
宮
史
を
検
討

し
て
い
る
。
そ
の
第
一
節
で
は
、「
永
仁
か
ら
嘉
元
年
間
の
両
宮
遷

宮
を
中
心
に
、
当
該
期
の
神
宮
お
よ
び
そ
の
周
辺
」
に
つ
い
て
考

察
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
係
争
中
の
皇
字
事
件
の
影
響
は
認
め
難

く
、
内
外
両
宮
祠
官
は
良
く
協
調
し
て
遷
宮
行
事
に
あ
た
っ
て
い
た

こ
と
」、「
幕
府
に
成
功
を
募
っ
て
御
装
束
用
途
を
賄
う
事
態
で
あ
っ

た
」
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
二
節
で
は
、
遷
宮
上
卿
・
役
夫
工
上
卿
に
焦
点
を
当
て
て
検
証

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
上
卿
が
特
定
の
門
流
か
ら
多
く
任
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
役
夫
工
米
の

催
徴
の
決
定
に
つ
い
て
、「
天
皇
の
勅
問
に
対
し
て
少
数
の
公
家
に

よ
る
談
合
と
い
う
形
で
決
し
て
い
た
」
と
説
く
。

　

後
編
で
は
、
ま
ず
、
序
章
に
お
い
て
、
前
期
伊
勢
神
道
に
関
す
る

先
行
学
説
の
紹
介
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
課
題
等
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。

　

第
一
章
は
、
前
期
伊
勢
神
道
の
成
立
に
関
す
る
時
期
・
事
情
な
ど

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
第
一
節
で
は
、
初
期
伊
勢
神
道
書
の
成

立
並
び
に
平
安
最
末
期
に
お
け
る
外
宮
祭
神
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
考
察
。
と
り
わ
け
、『
建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記
』
の
伝
来
、
書
写

過
程
を
検
討
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
、「『
宝
基
本
記
』
奥
書
の
そ

れ
と
酷
似
し
て
い
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
外

宮
祭
神
皇
御
孫
尊
説
が
平
安
最
末
期
に
確
か
に
存
在
し
て
い
た
こ

と
」
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、「
神
道
五
部
書
な
ど
初
期
伊
勢
神
道
書

の
成
立
年
代
を
鎌
倉
初
期
」
と
推
定
し
て
い
る
。

　

第
二
節
で
は
、
伊
勢
神
道
で
重
視
さ
れ
た
「
中
臣
祓
天
神
祝
詞
」

と
「
七
種
祓
」
に
看
取
さ
れ
る
仏
教
思
想
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
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て
い
る
。
そ
の
結
果
、
七
種
祓
の
一
つ
天
都
祝
言
惣
咒
は
、
両
部
神

道
書
の
両
宮
本
誓
理
趣
摩
訶
衍
と
の
関
連
が
あ
る
。
ま
た
、
中
臣
祓

天
神
祝
詞
に
は
、
理
趣
経
の
思
想
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
。

　

第
二
章
は
、
伊
勢
神
道
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
節
で
は
、
度
会
行
忠
が
弘
安

六
年
（
一
二
八
三
）
に
外
宮
禰
宜
を
解
任
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
検

証
。
そ
の
上
で
、「
彼
の
神
道
論
を
、
彼
が
新
た
に
作
り
上
げ
た
よ

う
に
解
し
て
き
た
従
来
の
通
説
は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
む
し

ろ
、
行
忠
は
神
宮
に
伝
わ
る
古
伝
や
古
伝
承
の
集
大
成
」
を
し
た
人

物
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

第
二
節
で
は
、
現
存
す
る
伊
勢
神
道
書
の
伝
来
に
つ
い
て
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
度
会
家
行
の
引
用
し
た
「
古
典
は
、
祭
主
家
を
通
じ
て

京
よ
り
伊
勢
に
も
た
ら
さ
れ
た
し
、
逆
に
伊
勢
神
道
書
が
祭
主
家
に

よ
っ
て
伊
勢
よ
り
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
て
良
い
」
と
論
じ
る
。

ま
た
、「
久
保
田
収
氏
以
来
、
蒙
古
襲
来
に
よ
る
神
国
思
想
の
高
揚

と
伊
勢
神
道
と
の
関
連
に
注
目
す
る
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、

む
し
ろ
亀
山
上
皇
の
『
弘
安
の
御
祈
願
』
が
内
法
外
法
に
わ
た
る
祈

願
祈
禱
で
あ
っ
た
こ
と
よ
り
、
こ
れ
を
機
に
神
宮
祠
官
の
仏
教
理
解

が
促
進
さ
れ
た
、
と
み
る
べ
き
こ
と
」
な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。

　

以
上
、
雑
駁
だ
が
本
書
の
要
旨
を
述
べ
た
。
冒
頭
紹
介
し
た
よ
う

に
、
そ
の
研
究
方
法
は
伊
勢
神
宮
史
を
中
心
に
据
え
て
多
方
面
か
ら

検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
精
緻
で
あ
り
、
論
旨
が
明
確
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
右
の
紹
介
概
要
か
ら
も
推
察
で
き
る
と
思
う
。
そ
し
て
何

よ
り
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
例
の
多
さ
に
驚
く
。
本
書
の
出
現

に
よ
り
、
伊
勢
神
道
の
分
野
は
大
き
く
開
拓
さ
れ
前
進
し
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　

従
前
の
伊
勢
神
道
思
想
の
形
成
要
因
に
関
す
る
学
説
は
、
大
別
す

る
と
三
つ
の
見
解
に
分
か
れ
る
。
仮
に
Ａ
説
、
Ｂ
説
、
Ｃ
説
と
す
る
。

Ａ
説
は
、
吉
見
幸
和
著
『
五
部
書
説
辨
』
に
代
表
さ
れ
る
も
の
。
即

ち
、
幸
和
は
、
外
宮
の
御
祭
神
・
豊
受
大
御
神
は
御
饌
津
神
で
あ
っ

て
内
宮
の
御
祭
神
・
天
照
大
御
神
の
御
饌
の
こ
と
を
司
る
神
で
あ
る

か
ら
、
内
宮
よ
り
も
神
格
が
低
い
の
で
参
拝
者
等
も
少
な
く
祠
官
が

貧
窮
に
及
ぶ
の
を
哀
し
み
、
内
宮
に
対
抗
し
て
外
宮
の
御
祭
神
を
天

之
御
中
主
神
、
國
常
立
尊
と
称
し
て
神
号
を
改
竄
し
て
五
部
書
を
作

成
し
た
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
Ａ
説
は
、
厳
密
な
考
証
主
義
に
基
づ

く
も
の
で
、
幸
和
以
来
多
く
の
研
究
者
に
支
持
さ
れ
て
き
た
、
い
わ

ば
通
説
と
言
っ
て
よ
い
見
解
で
あ
る
。

　

Ｂ
説
は
、
五
部
書
の
成
立
時
期
が
蒙
古
襲
来
（
文
永
・
弘
安
の
役
）

の
時
と
符
号
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
国
家
的
自
覚
や
神
道
の
自
主
的

立
場
の
樹
立
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
主
な
学
説
と
し
て
、
久
保
田
収

氏
著
『
中
世
神
道
の
研
究
』
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
多
く
の
研
究

者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
説
で
あ
る
。

　

Ｃ
説
は
、
鎌
田
純
一
氏
著
『
中
世
伊
勢
神
道
の
研
究
』
に
代
表
さ
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れ
る
も
の
で
、
氏
は
「
中
世
伊
勢
神
道
、
そ
の
神
道
神
学
は
祭
祀
の

厳
修
の
基
礎
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
他
宗
攻
撃
な
ど
と
の
念
よ
り

出
た
も
の
で
は
な
い
」
と
論
じ
、
Ａ
説
、
Ｂ
説
を
否
定
さ
れ
た
。
Ｃ

説
の
重
要
な
論
拠
が
、『
御
鎮
座
伝
記
』、『
御
鎮
座
本
紀
』、『
御
鎮

座
次
第
記
』の
神
宮
三
部
書
に
共
通
し
て
い
る
文
治
元
年（
一
一
八
五
）

高
倫
書
写
の
識
語
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
持
ち
つ
つ
も
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
田
中
卓
氏
は
、
こ
の
高
倫
書
写
の
識
語

を
承
認
し
、
神
宮
三
部
書
は
平
安
時
代
末
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ

と
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
、
こ
の
Ｃ
説
を
支
持
し
、
同

様
の
見
解
を
提
出
さ
れ
た
の
は
、
白
山
芳
太
郎
氏
（「
伊
勢
神
道
の
性

格
に
関
す
る
補
足
的
考
察
」）
で
あ
る
。
氏
は
「
伊
勢
神
道
と
は
、
内

外
二
宮
争
訟
期
に
限
ら
な
い
神
宮
神
職
と
し
て
の
敬
神
思
想
の
文
章

化
で
あ
っ
て
、
外
宮
祠
官
が
内
宮
祠
官
と
の
政
治
的
拮
抗
を
有
利
に

す
る
た
め
生
ぜ
し
め
た
も
の
で
は
な
い
」
と
断
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
従
前
、
三
つ
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書

の
考
証
に
よ
り
、
今
後
も
動
か
な
い
い
く
つ
か
の
卓
説
が
提
出
さ
れ

た
結
果
、
先
学
説
の
再
考
は
必
須
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
就
中
、『
宝

基
本
記
』
の
奥
書
と
『
建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記
』
の
伝
来
、
書
写
過

程
が
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
卓
見
で

あ
る
と
思
う
。
こ
れ
に
よ
り
、『
宝
基
本
記
』
の
成
立
は
、
建
保
二

年
（
一
二
一
四
）
以
前
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
①
遷
宮
に
関
し
て
は
、
内
外
両
宮
祠
官
が
良
く
協
調
し
て

当
た
っ
て
い
た
こ
と
、
②
外
宮
祭
神
皇
御
孫
尊
説
が
平
安
最
末
期
に

確
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
③
度
会
行
忠
の
神
道
論
は
、『
神
名

秘
書
』
や
『
古
老
口
実
伝
』
に
よ
っ
て
み
る
べ
き
こ
と
、
④
伊
勢
神

宮
史
や
遷
宮
史
の
な
か
か
ら
伊
勢
神
道
が
出
現
し
た
こ
と
、
等
の
本

書
の
見
解
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
既
述
の
神
道
思
想
の
形
成
に

関
す
る
Ａ
説
（
内
宮
に
対
抗
し
て
外
宮
の
御
祭
神
の
神
格
高
揚
説
）、
Ｂ

説
（
蒙
古
襲
来
に
よ
る
神
道
の
自
主
的
立
場
の
樹
立
説
）
の
成
立
は
難
し

い
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
平
泉
氏
の
「
神
道
五
部
書
な
ど
初
期
伊
勢
神
道
書
の
成

立
年
代
を
鎌
倉
初
期
」
と
の
主
張
に
対
し
て
反
論
も
あ
る
。
そ
れ
は

岡
田
莊
司
氏（「『
御
鎮
座
伝
記
』奥
書
所
収
の『
文
治
元
年
記
』に
つ
い
て
」）

の
見
解
で
あ
る
。
氏
は
、
Ｃ
説
（
祭
祀
の
厳
修
説
）
の
重
要
な
論
拠

で
あ
る
神
宮
三
部
書
に
共
通
し
て
い
る
文
治
元
年
高
倫
書
写
の
識
語

に
つ
い
て
、「『
文
治
元
年
記
』
の
中
か
ら
、
行
忠
加
筆
と
推
定
さ
れ

る
部
分
を
削
除
す
る
と
、（
中
略
）
一
禰
宜
（
長
官
）
に
関
わ
る
重
要

事
項
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
は
一
層
信
憑
性
が
増
し
て
く
る
。『
文

治
元
年
記
』
の
『
神
祇
本
記
上
下
・
宝
基
本
記
・
大
田
命
訓
伝
各
一
巻
』

の
部
分
が
加
上
・
改
竄
で
あ
る
と
す
る
と
、
文
治
元
年
高
倫
奥
書
そ

の
も
の
の
信
憑
性
が
問
題
と
な
り
、『
神
宮
三
部
書
』
の
文
治
元
年

以
前
成
立
説
は
根
拠
の
弱
い
も
の
と
な
る
」
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
氏

は
、
最
近
、
真
福
寺
所
蔵
の
度
会
行
忠
自
筆
『
御
鎮
座
伝
記
』
が
七

十
年
ぶ
り
に
再
発
見
さ
れ
、
軸
木
か
ら
幻
の
「
行
忠
之
」
の
墨
書
が
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現
れ
た
が
、
そ
の
選
者
に
つ
い
て
、「
行
忠
自
身
の
撰
作
と
確
定
し

て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
神
宮
三
部
書
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
今
な
お
開

き
が
あ
る
。
私
は
先
の
拙
稿
（「『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』
の

成
立
に
つ
い
て
の
一
視
点
」）
に
お
い
て
、『
宝
基
本
記
』
の
成
立
を
神

宮
祠
官
の
祓
信
仰
の
観
点
よ
り
考
察
し
た
際
、
そ
の
成
立
時
期
を
鎌

倉
初
期
頃
と
推
定
し
た
が
、
神
宮
三
部
書
に
つ
い
て
は
、
高
倫
書
写

の
奥
書
の
信
憑
性
に
疑
問
が
あ
る
の
で
鎌
倉
初
期
成
立
に
は
否
定
的

見
解
を
述
べ
た
。
し
か
し
、『
宝
基
本
記
』
述
作
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

眼
前
の
末
法
と
い
う
時
代
背
景
を
克
服
す
る
た
め
に
、
神
宮
祠
官
自

身
が
、
自
ら
の
職
掌
に
強
い
自
覚
を
持
ち
遷
宮
に
関
す
る
古
伝
承
を

研
究
し
た
一
つ
の
成
果
と
推
考
。
つ
ま
り
、『
宝
基
本
記
』
は
、
平

泉
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
伊
勢
神
宮
史
や
遷
宮
史
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
本
書

の
考
証
に
よ
れ
ば
、
神
道
五
部
書
全
体
の
思
想
形
成
要
因
に
つ
い
て

も
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
の
出
現
に
よ
り
、
神
宮
三
部
書
の
成
立
時

期
に
関
し
て
は
、
な
お
論
者
に
差
が
あ
る
も
の
の
、
神
道
五
部
書
の

思
想
形
成
に
関
し
て
は
、
従
前
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
説
中
、
Ｃ
説
が

よ
り
有
力
と
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
伊
勢
神
道
思
想
の
本
質
に
つ
い
て
、
附
言
し
て
み
た
い
。

冒
頭
紹
介
し
た
よ
う
に
、
そ
の
思
想
の
眼
目
は
、
天
照
大
御
神
の
神

言
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
心
神
」
思
想
。
即
ち
、
私
ど
も
は
神
よ
り

大
切
な
「
い
の
ち
」
を
授
か
っ
た
神
性
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
、
神
宮
祠
官
が
、
末
法
思
想
の
蔓
延
し
た
世

を
超
克
す
る
た
め
に
、
式
年
遷
宮
に
関
す
る
古
伝
承
の
中
に
末
法
思

想
と
は
対
極
に
位
置
す
る
重
大
な
意
義
を
発
見
し
、
そ
れ
を
言
説
化

し
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

　

翻
っ
て
現
下
の
我
国
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
目
を
向
け
る
時
、
時

代
は
異
な
る
が
、
そ
の
問
題
の
本
質
的
な
構
造
は
同
一
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
末
世
的
な
人
心
の
荒
廃
で
あ
る
。
こ
の
問
題

は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
根
本
問
題
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
現

在
ほ
ど
極
め
て
深
刻
な
事
態
は
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
そ
の
混
迷
を

救
う
も
の
は
、
中
世
の
神
宮
祠
官
が
自
ら
の
職
掌
の
重
大
さ
を
自
覚

し
た
よ
う
に
、
私
ど
も
自
身
が
、
伊
勢
神
道
の
「
い
の
ち
」
に
す
が

り
な
が
ら
、
自
ら
の
「
心
神
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
信

ず
る
。
平
泉
氏
は
、
本
書
に
お
い
て
、
伊
勢
神
道
が
伊
勢
神
宮
史
や

遷
宮
史
の
中
よ
り
出
現
し
た
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
た
が
、
今
日
ほ
ど

思
想
の
面
か
ら
も
神
宮
史
・
遷
宮
史
の
研
究
が
切
に
求
め
ら
れ
て
い

る
時
代
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（�
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
八
年
五
月
、
Ａ
５
判
、
四
〇
〇
頁
、
本

体
九
五
〇
〇
円
）

（
湯
島
天
満
宮
権
禰
宜
）




